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資本コストや株価を意識した経営の

実現に向けた対応（アップデート）



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応① 現状認識
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ROE＝非経常的な要因を除いた調整後当期純利益÷ 自己資本（期首期末平均）
ROIC＝NOPAT（税引後営業利益） ÷ 投下資本（運転資本+固定資産、期首期末平均）
PBR＝期末株価 ÷ 一株当たり純資産
1 当社調べ 2 2025年度に計上した、Drum Workshop社に係る一時費用の影響を除く

電子楽器ビジネス 徹底した見える化

大きな投下資本不要。高い効率性 迅速な経営判断と危機対応力

ROE

5.0%
[16.8%]2

一時費用を除き、いずれの指標も東証プライム上場企業平均1を上回る水準（2025年12月期）

ROIC

15.2%

PBR

2.29X

東証平均はきっちりとした数値がないため、自社調べ

・ROE（2024年度プライム） 9.26％

調査レポート | 日本取引所グループ (jpx.co.jp)

・PBR（2025年12月プライム）1.4倍

その他統計資料 | 日本取引所グループ (jpx.co.jp)

・ROIC（プライム直近３年平均 7.8）
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https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/examination/index.html
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https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/examination/index.html
https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/misc/04.html
https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/misc/04.html
https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/misc/04.html
https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/misc/04.html


資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応② 課題と取り組み
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⚫ 高い資本効率性を維持しているものの、近年のリスク対応や成長投資によりROICは低下傾向
⚫ 2025年は新本社への大型投資を実行も、ROICマネジメントの更なる強化によりROICは改善
⚫ 2026年以降、収益拡大と在庫効率化を両輪にROIC改善を持続

ROIC＝NOPAT（税引後営業利益） ÷ 投下資本（運転資本+固定資産、期首期末平均）
WACC＝6～8％程度

22.1%

30.7%

18.7%
17.2%

14.3% 15.2%

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2028 MTP

ROICの推移

⚫ SCM混乱への積極的な対応により、売り逃
しを最小化した一方で棚卸資産は増加

⚫ 成長投資（Drum Workshop社買収）に
よる投下資本（のれん含む）増加

⚫ 円安の進行

2026年以降、
継続的な改善軌道へ

(+)大幅な在庫削減

(-)新本社建設投資

18%＋

⚫ 戦略投資による収益拡大

⚫ CCC短縮による棚卸資産
回転期間の改善

2026年以降も改善を持続



将来見通しに関する注意事項

本資料はローランド株式会社の「将来予想に関する記述に該当する情報」が記載されています。本
資料における記述のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、将来予測に関する記述に
該当します。これら将来予測に関する記述は、現在入手可能な情報に鑑みてなされた当社の仮
定および判断に基づくものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。これに
は既知または未知のリスクおよび不確実性ならびにその他の要因が内在しており、実際の業績と大
きく異なる可能性があります。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、当社の事業を
取り巻く経済情勢、需要動向、為替相場の変動等が含まれます。
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